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2月は「平和と紛争予防／紛争解決月間」です。 

2月23日はRC「創立記念日」、「世界理解と平和の日」です。 
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世界を変える行動人 

2024年までのロータリーの行動

計画は、「より大きなインパクト

をもたらす」、「参加者の基盤

を広げる」、「参加者の積極的

なかかわりを促す」、「適応力

を高める」ことです。 

表紙写真は、河内長野高野街道RCの安井 
史郎氏(ガバナー補佐)提供の「高野山から
和泉山脈をのぞむ」です。 



国際ロータリー会長 

 シェカール・メータ 



ガバナー メッセージ 

2021-22年度 国際ロータリー第2640地区 

ガバナー 豊岡 敬 

2月は「平和と紛争予防／紛争解決」月間です。 

 2022年1月20日に、初の女性RI会長になる国際ロータリー会長エレク

トのジェニファージョーンズ氏が2022-23年度の会長テーマ「イマジン 

ロータリー」を発表されました。そして、「想像してください、私たちがベ

ストを尽くせる世界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化を

もたらせると知っています」と語られております。 

 「イマジン」というと、元ビートルズのメンバーであったジョンレノン氏の同名の曲が思い

起こされます。ベトナム戦争の最中、1971年に発表されたこの曲には、ジョンレノン氏の主

義・主張が込められ、歌詞については異議・異論もありましたが、平和で紛争の無い世の中

の実現を願う曲でありました。その後、ベトナムは終戦を迎え、米ソ冷戦の象徴であったベ

ルリンの壁は、1989年に崩壊しました。世界の変化の潮流は、世界平和の実現を大いに期

待させましたが、残念ながら未だにその夢は実現していません。世界のあちらこちらで、

紛争は続き、戦争前夜ともいえる国や地域が存在します。 

 我々ロータリーは、国連や国際赤十字といった他団体とも協力して「戦争・紛争が無い

世の中の実現」に努力しています。ジェニファージョーンズ会長エレクトは、「昨日のことを

イマジン（想像）する人はいません。それは未来を描くことです」と言われております。世

界平和というロータリーの大きな夢をイマジン（想像）し、その実現に力を合わせていきま

しょう。 
 

 2022-23年度のテーマロゴは、オーストラリア先住民族

の現代アート、デザイン、コミュニケーションを専門とす

るアーティストでグラフィックデザイナーのリキ・サラム

氏（Riki Salam）によってデザインされました。サラム氏

は、メルボルンで開催される2023年ロータリー国際大会

のロゴも手がけており、二つのロゴを視覚的な共通言語

で結び付けています。 

ロゴに込められた意味 

 このロゴには、各所に深い意味が込められています。例えば、先住民の文化で「円」は互いにつながっている
ことを意味しており、7つの点は「人」をあらわすと同時に、ロータリーの七つの重点分野を表しています。 

 丸と点を一緒にすると、航路を示す星、つまり私たちの道しるべになります。その下の太い線は、いわゆる「掘
り出し棒」で、力仕事をするときに使うものです。行動を起こす人たちであるロータリー会員にとって、物事を成
し遂げるための道具を表しています。 紫は「ポリオ根絶」、緑は新たに加わった重点分野の「環境」、そして白は
私たちの中核的使命である「平和」を表しています。また、この3色を合わせると、女性参政権運動「サフラ
ジェット」の色になります。ジョーンズ氏が初の女性RI会長となることから、さりげなく歴史に触れています。 



2月は「平和と紛争予防／紛争解決」月間 

   

  

 

 

 

 

 

 

 各地のロータリークラブでは次のような活動
が実施されています。 

・平和を願う植樹プロジェクト 

・少数グループや移民を対象とした異文化理解
プログラム 

・国際理解を目的とした海外クラブとの交流会 

・小中学校でのいじめ防止プロジェクト 

・青少年の思いやりの心を育てる情操教育プログ
ラム 

 また、ロータリー平和フェローシップの申請に
向けた候補者との面接や準備が、各地で開始さ
れています。 

ロータリアン行動グループ 

 平和のためのロータリアン行動グループは、世
界平和に貢献したいと願うクラブのために、平和
構築プロジェクトのリソース・支援を提供していま
す。家族の安全、家庭内暴力の問題に取り組むプ
ロジェクトを計画しているクラブと地区をサポー
トしています。 

平和の推進 

 今日、紛争、暴力、弾劾、人権侵害によって家を
追われた人の数は7000万人。その半数が子ども
です。このような状況を、私たちは絶対に受け入
れません。ロータリーは、異文化交流を通じて相
互理解の心を育て、紛争解決のスキルを備えた
人材の育成を通じて平和な世界づくりを促進し
ています。 

平和な環境をつくるロータリー 

 人道的組織として、平和はロータリーの使命の
礎となるものです。私たちは、地域社会での平和
構築のために人びとが協力すれば、その変化が
世界的な影響を生むと信じています。 

 ロータリー会員は、奉仕プロジェクトや平和
フェロー・奨学生への支援を通じ、貧困、差別、民
族間の衝突、教育機会の欠如、リソースの不平等
な配分といった紛争の根底にある問題に取り組
むために行動を起こしています。 

 ロータリーは、新たな課題に応えるために平和
構築へのコミットメントを高めています。ロータ
リーが未来にインパクトをもたらすには何ができ
るか、持続可能な変化を目指すロータリーのビ
ジョン声明をどのように実現できるか、といった
課題に取り組むべく、ロータリーは「平和構築」の
定義をさらに広げ、より多くの人が平和構築に参
加できる方法を見つけることで、団結と幅広い参
画による平和という概念に基づくアプローチを
取っています。ロータリーは、平和が可能となる
環境を築いています。  

 

平和の推進におけるロータリーの4つの役割  

ロータリーとロータリー会員が担う役割実践者：
疾病との闘い、水と衛生、母子の健康、教育の支
援、地域経済の発展といった分野でのロータリー
の活動は、平和な社会への最適な条件を作り出
します。 

教育者：ロータリー平和センターは、効果的な平
和の推進者となる1,300人の平和フェローを育成
してきました。卒業したフェローは、政府、教育、国
際機関など平和分野のキャリアを築いています。  

調停者：ロータリー会員は、ポリオの脅威にさらさ
れた地域のすべての子どもにワクチンを投与す
るため、紛争地域における人道的停戦の交渉を
行ってきました。  

提唱者：ロータリー会員は、平和構築や紛争後の
復興プロセスに積極的にかかわり、重要な役割を
果たしています。 

 ロータリーでは、争いを生みだす根本的な原因、つまり貧困、不平等、民族対立、教育の欠如、
資源の不等分配などの問題に取り組むプロジェクトに加え、相互理解を育み、当事者間で争いを
解決するためのスキル研修も実施しています。 



2月23日は「ロータリー創立記念日」，「世界理解と平和の日」 

 

ロータリー誕生の部屋 「711号室」 

 このビルはすでに取り壊され、「711号室」として
知られるこの歴史的部屋もなくなりました。高層
ビルが立ち並ぶ今日のシカゴ・ダウンタウン。ビル
があったディアボーン通りを歩いても、またはシ
カゴ川の景観を眺めてみても、当時の面影を知
ることは難しいでしょう。たとえ1905年に生まれ
ていなかったとしても、何か寂寥を抱いてしまう
かもしれません。しかし現在、711号室は、ロータ
リー世界本部で復元されています。世界本部は
シカゴの北に隣接する街エバンストンにあり、ダ
ウンタウンから電車で簡単に行くことができま
す。ぜひ、にお立ち寄りください。 

創立記念日にちなむ活動をご紹介ください 

 皆さんのクラブでロータリー創立記念日にち
なんだ活動を実施された場合は、簡単な説明と
写真を添えて、ロータリーショーケースでご紹介
ください。ソーシャルメディアを含むロータリー各
種メディアでご紹介させていただく場合があり
ます。よろしくお願いいたします。 

 「ロータリアンが、身分の上下と貧富、人種、宗
教、政党にかかわりなく、みんなの親善使節であ
り続けますように」       ポール・ハリス 

4人のロータリー先駆者たち 

 1905年2月23日、 ポール P. ハリス, ガスター
バス・ローア、シルベスター・シール、ハイラム E. 
ショーレーの4人が、ローアの事務所でロータリー
初のクラブ例会を開きました。 

 「仲間のあいだで友情を深めたい」というハリ
スの願いの下に集まったこれら4人の会合は、今
日、親睦と奉仕を中心とした国際的組織へと発
展しました。 

左から、ガスターバス・ローア、シルベスター・シール、ハイラム E. 
ショーレー、ポール P. ハリス。 

ロータリーの創始者、 ポール・ハリス は、1868年
4月19日、米国ウィスコンシン州で生まれました。
1910年から1912年にかけてロータリー会長を務
め、1947年1月27日に他界するまで、シカゴRCブ
の会員でした。 

ガスターバス・ローア は、1864年10月18日、イリノ
イ州カーリンビルで生まれました。彼の事務所で
あったシカゴ中心部のユニティ・ビル711号室で
ロータリー初の例会が行われました。1918年5月
23日、シカゴにて他界しました。 

ハイラム E. ショーレー は、1862年6月にメイン
州で生まれました。クラブの初年度には、書記係
を担当しました。1944年3月に亡くなりました。 

シルベスター・シール は、1870年、インディアナ州
テレホートで生まれました。1905年にシカゴ・クラ
ブの会長を、また1945年に国際ロータリー3代目
となる財務長を務めました。また、石炭商社の会
長として活躍。ハリスの生涯の友でした。 

 また、写真には写っていません
が、ハリーL・ラグルス は、第2回目
の例会からロータリーに加わりまし
た。ロータリーで歌を歌うという習
慣を最初に始めたのは彼です。初
年度にクラブの会計を務めました。
彼の印刷会社で最初の 「The National Rotari-
an」誌とロータリー歌集が出版されました。1959
年10月26日、生涯に幕を下ろしました。 

 1905年2月23日にロータリーは誕生しました。場所は、シカゴのダウンタウンに
あったビル内の一室。それは、4人のロータリー先駆者の一人、ガスターバス・ローア
の事務所でした。 





【ＲＩニュース】 

2022-23年度 RI会長テーマ 「イマジン ロータリー」を発表 

 ジェニファー・ジョーンズ会長エレクトが2022-23年

度会長テーマ「イマジン ロータリー」を発表しま

した。「想像してください、私たちがベストを尽くせる

世界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化

をもたらせると知っています」 

 1月20日、次年度の地区ガバ
ナーに向けた講演をオンライン
でライブ配信し、2022-23年度
の会長テーマ「イマジン  ロー
タリー」を発表しました。ジョー
ンズ氏は講演の中で、世界にも
たらせる変化を想像して大き
な夢を描き、その実現のために
ロータリーの力とつながりを生
かすよう呼びかけました。  

 「想像してください、私たちがベストを尽くせる世界
を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化をもた
らせると知っています」  

 国際ロータリー初の女性会長に就任するジョーンズ氏
は、世界中のガバナーエレクトを対象とする年次研修行
事である国際協議会に先立って今回の講演を行いまし
た。新型コロナウイルス流行のため、国際協議会は当初
の日程から延期され、2月7日～14日にバーチャル形式で
行われます。  

 ロータリーの力とつながりを生かした自身の体験を紹
介しました。昨年、アフガニスタンからの米軍撤退が進む
中、一人の会員から、ある若いアフガニスタン人の平和活
動家を国外退避させるために力を貸してほしいと頼まれ
ました。最初はどうしてよいかわからなかったものの、
「ロータリーの不思議な力（magic of Rotary）」を頼り
に、数年前に出会った元ロータリー平和フェローに連絡。1
日も経たないうちに、その活動家は退避者リストに加え
られ、間もなくヨーロッパ行きの飛行機に乗ることがで
きました。  

果たしがいのある責任を会員が担えるように  

 会員の積極的な参加を促すために、ロータリーには
「適応と改革」が必要と述べ、例として自身が住む町に
ついて語りました。ウィンザー市はかつて、カナダの自動
車産業の中心地でしたが、工場の閉鎖により数千人が職
を失い、市は改革を迫られました。自動車工場が新しい
部品やモデルを開発するのと同じように、同市は改革を
実施。その結果、現在は農業関連産業と、医療や宇宙航
空の技術をリードする都市となりました。  

 「ロータリーでの私たちの中心的な役割は、各会員の
参加を促すための適切な”部品”を見つけること」と「詰
まるところ、大切なのは会員にとっての心地よさと配慮

です」 積極的な参加こそが会員の維持にとって重要で
あり、会員がロータリーに何を期待するかを尋ねた上で、
果たしがいのある責任を会員に与えることが必要だと
ジョーンズ氏は述べます。 

 「ロータリーでの参加型の奉仕、人間的成長、リーダー
シップ開発、生涯にわたる友情こそが、目的意識と熱意
を生み出します」 変化を受け入れることは、新しいクラ
ブのモデルを受け入れること、と語るジョーンズ氏は、次
年度に革新的なクラブまたは活動分野に基づくクラブ
を少なくとも二つ設立することを次期ガバナーに求め
ました。「クラブとロータリーでの体験に満足してもらえ
るように、会員が積極的に参加できるようにしましょう」  

 さらに、ローターアクト会員1名をロータリー公共イメー
ジコーディネーターとして任命したこと、また、複数の
ローターアクターを委員会委員と会長代理として起用し
たことを発表しました。 「私たちは、この素晴らしい組織
のリーダーとしての役割を委ねられました」とジョーンズ
氏。「私たちは今、果敢に、目的意識をもって行動し、リー
ダーシップを発揮できるかどうかが問われています」 

 2023年までにロータリー会員基盤の30％を女性にす
るというRI理事会の目標達成のタイムリミットが迫って
いることにも触れ、110カ国以上で既にこの目標が達成
されてはいるものの、まだ先は長い、とジョーンズ氏は
言います。また、ローターアクトでは既に会員全体の50％
以上が女性であることを指摘しました。  

 ロータリーがインパクトをもたらしている世界各地の
活動を訪問する計画を立てています。この訪問では、世
界の切迫した課題への取り組みで協力する方法につい
て、各地のリーダーと協議することも予定されていま
す。「ロータリーは、つながりを生かして協力関係を深
め、新たなパートナーシップを構築していく必要がある」
とジョーンズ氏。「ロータリーでは、それをあらゆるレベル
で行うことができます」 

 「私たちには皆、夢があります。しかし、そのために行
動するかどうかを決めるのは私たちです」ロータリーの
ような団体がポリオの根絶や平和の実現といった大き
な夢を抱くなら、「それを実現させる責任は自分たちに
ある」と締めくくりました。「昨日のことをイマジン（想
像）する人はいません。それは未来を描くことです」 



  国際ロータリーのシェカール・メータ会長
は、11月にグラスゴー（スコットランド）で開催
された第26回気候変動枠組条約締約国会議
（COP26）へのロータリー代表団に参加し、沿
岸地域で気候変動の影響を緩和するマング
ローブの復元など、ロータリーが環境問題に
取り組むための方法を模索しました。会議に
は、2週間にわたって100人近い各国首脳・政
府リーダーが集まり、化石燃料の排出量に関
する新たな目標を設定しました。ロータリー
にとっては今回が初の参加となりました。 

 メータ会長は、英連邦事務総長のパトリシ
ア・スコットランド氏と共同で、気候変動の緩
和と適応においてマングローブが果たす重
要な役割についての円卓討論を進行しまし
た。マングローブは大量の炭素を吸収するほ
か、高潮や海岸浸食からの保護、汚染物質の
除去、水生生物の生息地の提供など、さまざ
まな効果をもたらします。 

 英連邦の54加盟国のうち、33カ国にマン
グローブの生態系があり、これらを合わせる
と世界のマングローブの22％を占めていま
す。この半世紀で、気候変動や急激な都市化
により、世界のマングローブシステムの50％
が失われています。 

 「マングローブがなくなったために、海岸
線が侵食されている」とメータ会長は話しま
す。「私たちは生態系を失っているのです。
マングローブが消えたら、海洋システムは破
壊され、沿岸のコミュニティも失われるで
しょう」 

 この円卓討論には、気候や環境に関する
代表者や専門家が20カ国から出席し、マング
ローブの保護と回復のために、ロータリーと
ともに行動することを誓いました。 

 COP26に参加したロータリー代表団には次
のメンバーが含まれます。ロータリー代表

ネットワーク（国連やその他の国際機関に対
する非公式大使32人で構成）のリーダーで
あるジュディス・ディメント氏、英連邦への
ロータリー代表であるダグ・ウィルズ氏、環境
の持続可能性ロータリー行動グループを代
表して出席したカレン・ケンドリック・ハンズ氏、
英国の小学生を対象に環境ポスターコンテ
スト（会場に展示）を開催したジョン・マク
ファーソン氏とタリク・ドゥラニ氏です。 

 過去5年間、ロータリー財団は、地域社会に
根ざした持続可能な環境プロジェクトを支援
するため、1,800万ドル以上を拠出してきまし
た。7月1日、ロータリー財団は、環境（2020年
に重点分野として追加）を支援するグローバ
ル補助金の申請受付を開始しました。この分
野での実施が想定されるプロジェクトには、
環境悪化に対応するための再生可能エネル
ギーの利用、食料の持続可能性の向上、水源
の保護などが挙げられます。国際ロータリー
のシェカール・メータ会長は、11月10日、グラ
スゴー（スコットランド）で開催された第26回
気候変動枠組条約締約国会議（COP26）への
ロータリー代表団に参加し、沿岸地域で気候
変動の影響を緩和するマングローブの復元
など、ロータリーが環境問題に取り組むため
の方法を模索しました。 

メータRI会長、COP26で  

マングローブ保護を各国に要請  



【英国】 

 ロータリーが支援する推進計画で、英国でホームレス

として暮らす人びとが雨露をしのげるように何万個も

のテントが配られました。1個約40ドルかかる一人用の軽

量テントは、助けを必要とする人びとが冬を越せるよう

に短期的な解決策として採用されました。「内輪以外で

Sleep Podを初めて披露したのがロータリアンでした」

と、ふたりの友人とSleep Podチャリティ団体を創立した

ジャスティン・デヴァルーさんは言います。Erdingtonロー

タリークラブと第1060地区のほかのクラブが経済的に援助し、パンデミックの広がる中、何百人もの

ロータリアンやボランティアが自宅でテントを組みたてて協力しました。「路上生活や野宿で低体温

症や曝露により亡くなる方はまだいますが、Sleep Podはどういう理由であれ空の下で眠る人々の

ために私たちができるせめてもの援助です」とデヴァルーさん。 

【米国】 

 Novatoロータリークラブ（カリフォルニア州）は9月に

公民館のオープニングを迎えました。このプロジェクト

は、2007年に古株メンバーのビル・ジョナスさんが500万

米ドルを遺贈したことに始まりました。同クラブは公立コ

ミュニティカレッジのカレッジ・オブ・マリンと協力し、同カ

レッジのインディアンバレー・キャンパスの敷地内に約

1,500㎡の公民館を建設。何百人も収容できるパー

ティースペースも、キッチンも、最新の音響設備が導入さ

れた舞台もあります。同クラブはプロジェクト費用全体の3分の1ほどを負担し、75年リース契約を結

び、ベネファクターである故ビル＆アデル・ジョナス夫妻の冠名権も取得。今では例会を公民館で

行っています。「何年もかかりましたが、私たちはあきらめませんでした」と同プロジェクトの計画委

員会合同委員長のソニア・シーマンさんは言います。 

【アンティグア・バーブーダ】 

 暑いリーワード諸島はバカンスを楽しむ観光客には喜ば

れますが、住民にとっては悩みの種です。近年続く深刻な

干ばつのせいで水は配給制になり、脱塩水に頼る日々に

なっています。手に入る水を最大限に活用するために、

Antiguaローターアクトクラブは障害を抱える人びとの協会

のために12基の雨水貯留タンクを設置するプロジェクトを

立ちあげました。「全世界に新型コロナウイルス感染が拡大

する中、これで手洗いと適切な衛生習慣が促進されます」

と、約1,850ドルかかったこのプロジェクトについて元クラブ

会長のティアナ・ハリスさんは話します。34名の会員を擁する同クラブは精力的にプロジェクトを実

施しています。9月には、Mémorial des Gonaïvesローターアクトクラブ（ハイチ）とFreetown Sunset

ローターアクトクラブ（シエラレオネ）と合同で行ったSave Our Shores清掃作戦の一環として、地元

の海岸でゴミ拾いを行いました。ほかにも、無料のHIV検査や職業訓練、クリスマスのお祝い、スペリン

グ・ビー（スペリングコンテスト）などのプロジェクトに取りくんでいます。 

世界中で活躍する「世界を変える行動人」 



新たな地平線を発見しよう 

2022年ロータリー国際大会 in ヒューストン 

 2022年6月4～8日、一生に一度の機

会が訪れます！2022年ロータリー国

際大会 in ヒューストンでは、ロータ

リーのさまざまな側面を肌で実感でき

るだけでなく、友情と親睦を深めるこ

とができます。今すぐご登録を    

https://on.rotary.org/3GY6d90 

 ヒューストンで思い出をつくりましょ

う。ホスト組織委員会、ロータリー会員

が企画している数々の行事やアクティ

ビティにご参加ください。 

ロータリー会長主催会議 in ヒューストン 平和のために奉仕する  

6月3日（金）～4日（土) ジョージ R. ブラウン・コンベンションセンター 

 ヒューストンでのロータリー会長主催会議は、より

平和で回復力ある社会を築くためのロータリーの

活動に焦点を当てます。また、ロータリーの各重点

分野が積極的平和の八つの要素をどのように支え

ているかも取り上げます。この会議は、世界各地で

開催されている6回の会議の中で最大のものとな

ります。ロータリーの平和構築コミュニティとのネッ

トワークを広げ、平和な社会を築くために世界各地

で行われている活動について学び、行動への意欲を高める絶好の機会です。 

https://on.rotary.org/3GY6d90


【クラブ活動報告】 

創立35周年記念式典 

堺泉ヶ丘ロータリークラブ 

 堺泉が丘ロータリークラブ（会長 比楽卓郎）は、12月 18日 (土)、ホテル ロイヤル

クラシック大阪で「創立35周年記念式典」を開きました。 

 第1部の記念式典では、第2640地区の豊岡ガバナーが来賓出席する中、物故会員

黙祷や記念事業の泉が丘駅前に設置した「温度計付き時計塔」の発表を西村 元秀 周

年実行委員長が行うなど、創立35周年を祝いました。 

 第2部では、講師に第2800地区パストガバナーの藤川 亨胤 様（鶴

岡ＲＣ）を招き、記念講演を行いました。また、第3部の祝賀会は、オー

プニングパフォーマンス「大阪龍獅団」のほか、堺泉ヶ丘RCの讃歌斉

唱、「シャボン玉＆ジャグリングショー 」、サンタとトナカイの子ども達

へのプレゼントなど多彩な催しで、祝宴を盛り上げました。 藤川PG 

 周年記念事業「温度計付き時計塔」 

 昨年の10月25日に
泉ヶ丘駅前利用者の
利便性の向上を図る
ため、駅前南側バス
ロータリーに設置。堺
市に寄贈し、同市の
永藤市長から、感謝
状が授与されまし
た。 



【クラブ活動報告】 

堺 ８ ロータリークラブ新春合同例会・新春互礼会 

 

 1月13日（木）ホテル・アゴーラリージェンシー大阪堺で、堺８ロータリークラブの新春

合同例会・互礼会を開きました。今回は、おおいずみRC(会長 樋口 淳)がホストクラブ

となり、各クラブの交流と親睦を深めました。 

 また、第2部の互礼会では、新春コンサートとして、

田原希美さんと西尾幸祐さんのピアノとバイオリン演

奏や新春講演 「二宮 金次郎にみる激動の時代を生

き抜く秘訣」と題し、二宮 金次郎 ７代目子孫の中桐 

万里子 様の講演が行われました。 

祝辞を述べる橋本 竜也 

地区代表幹事 



【クラブ活動報告】 

新春夫婦例会を開く 

海南東ロータリークラブ 

 

 海南東ロータリークラブ（会長 魚谷 幸司）は、1月6日(木)、 和歌山マリーナシティホテル

で「新春夫婦例会」を開きました。 

 魚谷会長スピーチでは 「昨年度は新型コロナウイルスの影響で新春

夫婦例会を中止しましたが、今回のこの時期は和歌山の感染者数も少

なく、なんとか開催することができました。ただ、沖縄、東京、大阪を中

心にオミクロン株の市中感染が本格化してまいりましたので、庄秀さん

以外の外部ゲストは招いていません。感染対策だけは怠らないようにし

たい」 さらに、「日頃、ロータリーの活動は会員の家族の御理解があって

こそ、前向きに奉仕活動に取り組むことができます。今後の活動にも引

き続き、御理解を頂き、一層のご協力を賜わりたい」 と述べました。 

 アトラクションでは、２年前に会員メンバーで結成した 「RC Kainan East Band」 のライブ

（５曲）と 親睦活動委員会が企画した 「ビンゴゲーム」 を楽しみました。 

 最後は、皆で輪になって 「手に手つないで」 ですが、今回は手を繋がずに歌いました。 

会長 魚谷 幸司 









2022年も年始からCOVID-19との闘いが続く 

 昨年の2月号コーディネーターニュースに「新型コロナウィルス感染拡大が第３波！緊急事態宣言」と題して
書かせていただきましたが、1年経ってまたもや、日本では第６波がオミクロン株によってもたらされ、年末から
20歳・30歳台を中心に急激に感染者が増え始め各地で「まん延防止等重点措置」を検討しております。 

これから３～４週間後に高齢者にも感染者が広がり医療ひっ迫状況に追い込まれていくのではと危惧されま
す。メルクの飲み薬が出て、2月にはファイザーの飲み薬が適用されると治療に明るい兆しがありますが、高齢
者の方々に3回目のワクチン接種が終わるのには数か月、4月乃至5月までかかるでしょうから油断せず、感染
予防対策を万全にいたしましょう。 

 2022年７月からローターアクトクラブ会員が人頭分担金を納入することになっております。人頭分担金の
件、地区の委員会にローターアクターの参加、またロータリー財団への寄付、補助金の使用など、多くの事を
ロータリアンとローターアクターとが交流できる機会を今まで以上に増やし話し合って上記の内容の方向付け
が急がれます。もうしっかり方向付けが済んでいる地区・クラブも多いのでしょうが、国際ロータリーの会員は
ロータリークラブとローターアクトクラブであるという事に変わったことをロータリアンとローターアクターが
しっかり捉えてそれぞれの立場でロータリー活動していく事が大切でしょう。 

 もう一点の話題として  （以下My ROTARYより） 

  ロータリーは、すべての人と尊厳と尊重をもって接し、あらゆる人の声に耳が傾けられるようにし、親睦、奉
仕、リーダーシップの公平な機会を設けることに力を注いでいます。ロータリーの会員は、ロータリーが多様
で、公平で、インクルーシブな組織となることを望み、またそうあるべきであると考えています。ロータリー
は、開放的なコミュニケーションを育み、学びあい、支えあうことのできる環境を作りだすことに全力を傾け
ています。国によってロータリーでの体験は異なるかもしれませんが、不平等や偏見を生み出す力関係、歴
史、構造は世界中に存在します。多様性、公平さ、インクルージョンは、世界的に重要な問題です。 

  国際ロータリー理事会とロータリー財団管理委員会は、多様性、公平さ、インクルージョンの原則を採用し、
ロータリーはあらゆる言動においてこれらの原則に従うための行動を起こしています。多様で、公平で、イン
クルーシブな組織となることで、ロータリーでの会員の体験がより充実したものとなり、より有意義で効果的
な奉仕プロジェクトの実施が可能となり、ロータリーに参加したいと望む人たちにとって魅力のある開放的・歓
迎的な環境を築くことにつながります。 

  My ROTARYにあるこのDEI（多様性、公平さ、インクルージョン）を各クラブの中で会員同士がどのような言
動が適切かを話し合いそして行動に移していきましょう。 
 

第２地域 ロータリーコーディネーター補佐 松坂 順一（東京葛飾東RC） 

 オミクロン株が日本中にまん延している中、ロータリー活動にも支障が出ていますが、ロータリアンの皆様
には大変な日々が続いておられることとお察しいたします。我が2760地区でも公共イメージ向上に最適手段
であるＷＦＦ（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）を4月に予定しておりますが、開催できるか心配しております。 

 そんな中で、2760地区では一般の皆様にもロータリー活動を知っていただく手段として「国際ロータリー第
2760地区の活動」と題して小冊子を発行いたしました。この冊子は地区84クラブの活動や地区委員会の活動
を一般の方に紹介するために公共イメージ向上委員会が主となり発行し、各方面にも配りました。この活動は
どこの地区でも行っている活動ではあるかと思いますが、公共イメージ向上委員会が中心となり、実施する
ことに意味があり、是非各地区においても行っていただきたいと考えています。冊子の内容についてご質問
等ございましたら、2760地区の事務局までお問い合わせいただければと存じます。 
 

      第２地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 加藤 陽一（瀬戸RC） 







 

 

 

  ガバナー月信の表紙写真をご提供ください。 

 第2640地域内でご自身が撮影された写真（著作物の利用を許可できる作品）を
ご提供ください。 

 風景など、地域の様子をご紹介していただける写真(データ）をお願いします。 

 なお、ご提供が多数ある場合は、編集会議で協議し、決めさせていただきますの
で、予め、ご了解ください。 何卒、ご協力をお願い申し上げます。 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : toyooka@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


